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２ 多様な主体の参画のための体制整備の進展 

②地域住民の主体的な参加を引き出すしくみ・体制整備の例 

福井：連携組織（水辺の生き物を守る農家と市民の会）の設立による体制整備 

 
 地域戦略の内容を将来にわたり継続して実施できるように協議会が設立された。 
構成は専門家、希少野生生物保全指導員、自治組織、活動団体、地元小中学校、農協等事業団体、行

政機関などで、里地里山保全を行なうにあたって関係する諸機関が参加している。 
本協議会では、里地里山保全に関わる各種事業を連携して行なっている。これまでに、ため池での

外来種駆除活動とビオトープづくり（休耕田を利用した、湿地生物の生息地の保全再生）などを実施

した。協議して活動計画をたて、それぞれの構成員が、技術的指導、場所の提供、作業準備、作業へ

の参加等、役割分担のうえ協力して事業を行なっている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ため池の外来種駆除活動とオオクチバスのフライ          休耕田にため池ビオトープ造成 

 

■学校 
白山小学校 
武生第五中学校 
坂口小学校 

  ■専門家 
  福井大学(地域環境講座) 
 希少野生生物保護専門員 

■自治会、振興会 
白山公民館 
しらやま振興会 
うららの町づくり振興会 
各集落 

■活動団体等 
希少野生生物保全指導員 
さぎ草王国 
越前市ｴｺﾋﾞﾚｯｼﾞ交流ｾﾝﾀｰ 
郷の森里楽 
環境文化研究所 
丹南地域環境研究会 
めだか連絡会 
国際ロータリー第2650地
区 
 

■農林業関係者 
武生市森林組合 
白山商工会 
JA白山支店 
白山園芸部 
白山土地改良区 
白山稲作生産組合協

■行政機関等 
越前市 
福井県 
南越農林総合事務所 

運営委員会 
（主要団体より 
1名以上で構成） 

水辺と生き物を守る農家と市民の会 


